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【国際シンポジュウムについて】

東南アジアにおけるバイオマス利用に関する国際シンボジュウム
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以前よりお知らせしております国際シンポジュウムにつきましては.去る 10月より本会の実行委

員会が発足し詳細なつめの段階に入っております。当初の計画より外国人の奉加者が大幅に槍える

予定で，後述のように， 4月2日の特別講演だけでなく， 4月3日， 4日と 3日間にわたる盛りだく

さんのシンポジュウムとなりそうです。ニュースレターN0， 3の内容と一部重複しますが，プログ

ラムなどに関する事務局の案ができましたので， シンポジュウムに関連する記事を一括して掲載しま

す。会員以外の方々もお誘い合せの上.多数参加いただくことを期待します。なお.県外の奉加者の

便宜を関るために宿泊.航空券を含めた怒加申込み曹を同封しましたので，御利用ください。
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世界の資源・エネルギーの需給の将来を考える時に.生物資源、(バイオマス)の利用は極めて重要

な位四を占めており.その利用技術の開発が各地で進められている。これら生物資源の賦存置が熱帯

• ~E熱帯地域において特に大であることは論ずるまでもないことであり，わが国としては東南アジア

のこれらの資源にますます依存しなければならない。しかしながら，生物資源の開発に当たっては慎

重に取りかからなければ賦存国の自然環境を破壊し公害をもたらす恐れがあり.また，i商資国の立

場からのみの利用技術開発を行えば資源収奪のそしりを免れ得ない。即ち，生物資源を今後有効に利

用し開発して行くためには.資源供給固と消費国の研究・技術者が一堂に会し将来の研究方向iこi

ついて論調を行う必要がある。
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一方，沖縄県は県自体が亜熱暢地核に属し.生物資源、の利用の面からはわが国で最も有利な地域で

あるばかりでなく，東南アジア柑国との交流の拠点となるべき位置にあり沖縄県が研究を進めて行く

べき重要な分野である。

そこで.南方資源利用技術研究会は.バイオマス関連技術に最も熱意を示している農業機械学会の

全国大会がたまたま沖縄において開かれるのを機に.同学会の協力を求め.東南アジア緒国の生物資

源関係研究者を招き頭記のシンポジュウムを開催することを企画したー;

沖縄県は東南アジア諸国との交流による発展を県是としており.また国際交流センターも沖縄県に

設置されることから.沖縄県における国際シンポゾ且ウムの開催は東南アジア諸国からの研修生受入

れに対して沖縄県の指導能力が評価されていることを広く示す意味でも重要であろう。

2. 共 {盛

日本農業機械学会.沖縄県.国際協力事業団 (J1 C A) 

3. 開催期日および会場

1 )期日昭和58年4月1日(金). 4月2日(土). 4月3日(白). 4月4日(月). 

4月5日(火)

2 )会場

琉球大学農学部 ⑤ 903-01沖縄県西原町千原59 曾o988 9 -5 -2 2 2 1 

パシフィックホテル ⑤ 900 那覇市西3-5-1 雷0988-68-5162
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4. シンポジュウム フ。ログラム(事務局案)

* 4月 2日 (土) (パシフィックホテル)
9 : 0 0 開会の辞

歓迎挨拶

梅田 重夫(大阪府立大学)

園府田佳弘(琉球大学)

OPENING LECTURE 

え
アジアにおける森林資源の利用と保護

-'q Kamarddin A. (ボゴール農科大学高IJ学部長，インドネシア)
アジアにおける開発中の経祷植物の探索目録

一重~かつ緊急に必要とする経済植物学理論一
T.Koyama (ニューヨーク植物園アジア部長， N. Y.市立大学.米)

REVIEW SESSION，PARTI 

10:30 SECTION I.エネルギーとしてのバイオマスの利用

1.農産物乾燥への固形バイオマスの利用

E.Luzada (フィリッピン大学，フィリッピン)
2.液状エネルギー源としてのバイオマスの利用 竹田策三(三重大学)

3.メタンガスとしてのバイオマスの利用 山沢新吾(筑波大学)

マ4.パームオイル製造廃棄物のエネルギー源としての利用
K.K.Ch i n (シンガポール国立大学， シンガポール)

5.植物油からの重油の製造
Aldo M.(サンパウロ州技術研究公社，ブラジル)

13: 3 0 SECTION n. 生物産業における残憧および廃棄物の新資源としての利用

1.畜産廃棄物をバイオマス資源として利用する際の工業技術

E.P.Taiganides (FAOシンガポール駐在員.オハイオ大学.米)
~2. 有機質廃棄物の再利用 小林達治，吉田忠幸(京都大学)

。3.タイ国における農業残1査の利用の現状と将来
W.Arthayukti (チュラルンコン大学，タイ)

4.廃棄物の好気性発酵
R.Almudi (サンパウロ州技術研究公社.ブラジル)

ノぜイオマス・ランド SESSION 

1 5 : 3 0 1.沖縄におけるバイオマス・ランド計画の概要 森田大(琉球大学)

n
H
U
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2.沖縄のバイオマス・ランド計画の評価
I.Gochnarg (サンパウロ州技術研究公社，ブラジル)

* ポスターセッションも予定しております。

1 8 : 0 0 想親会

* 4月 3日(日) (琉球大学農学部)

REVIEW SESSION，PARTIT 

9 : 00 SECTION m. 熱帯地域におけるバイオマス利用の将来

勺1.アジア一太平洋地域におけるバイオマス資源、の開発と環境条件

M.A.Az i z (シンガポール国立大学. シンヵ・ポール)
由 2.日本におけるホテイアオイの利用の現状と可能性

金城晴朗(沖縄県農業試験場)

3.サンパウロ工技研におけるブラジル農業の将来に向けての天然資源研究センター
設立計画 T.問。 ri t a (サンパウロ州技術研究公社.ブラジル)

1 1 : 0 0 S E C T 1 0 N IV. バイオマス資源のパルフ.としての利用

1.熱帯産繊維質の過酸化水素法 (PA P)によるパルフ.化

御国 昭雄(工業技術院化学技術研究所)

2.ブラジルにおける竹のバイオマス資源としての利用とその将来
A.Azzini (カンビーナス農業技術研究所.ブラジル)

1 3 : 0 0 講演会「沖縄とアジアボート」へ参加(希望者のみ)

本 4月 4日(月) (琉球大学農学部)

9 : 0 0 特別講演

1.中国における石油工業排水の農業用水としての利用

呉紺中(中国科学院林業土壌研究所副所長)

2.パームオイル工場における溢流物の好気性菌処理における動力学
H.A.Mi ng (マラヤ大学，マレーシア)

1 0 : 0 0 一般講演 希望者(発表申込みの項穆照)。
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5 .日程

シンポジューム レデ4ス コース

4/1 (金) パンケット (19:00-21:00) 一一一一一一

(パシフィックホテル)

一
4/2 (土) 特別抗演 (9:00-17:30) 那朝市内(琉球舞踊.

(パシフィックホテル) 琉球人形梢習)懇親会

恕親会 (18:00-21:00) 同左

(パシフィックホテル)

4/3 (日) 特別前横 (9:00-12:00) 久米島観光(一泊)

(琉球大学臆学部)

4/4 (月) 特別i出演および一般講演 (9:00-17: 向上
o 0) 
(琉球大学膿学部)

4/5 (火) 見学会A・B.Cコース 同左

ポストコングレスツアー第l便出発(予定)

4/6 (水) 見学会Cコース (2日目) 同左

ポストコングレスツアー第2便出発(予定)

一一 し 一一

6 . シンポジュウムへの参加および講演申込み

1 )参加申込み要領 シンポジュウム$加申込みは同封の申込み用紙 (A)によって下さい。一般講

演に研究発表を希望される方は下記の要領で.申し込んで下さい。発衰の申込みは任意です。な

お.申込み件数が極度に超過した場合は調整させていただきます。

( 1 )プ口、ンーテeイング原稿用紙請求先 原稿用紙は本会事務局宛にご請求下さい。請求はできる

だけまとめてお闘いします。原稿作成要領は同封します。

( 2 )プロシーディング原稿締切日(即発表申込み締切日)

円ノし
M
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昭和58年1月31日(必着のこと)

( 3 )プロシーディング原稿用紙送付先 本会事務局宛にして下さい。原稿を送付される際.必ず

原稿のコピー2部(プログラム編成用に使用)と原稿受理通知書(官制ハガキに住所・氏名.裂

に講演題目をお書き下さい)を同封して下さい。

( 4)一般講演の発表会場と発表時閉 会場は琉球大学農学部で. 1会場とします。 1演題15分

の予定ですが，講演総数によって最終決定します。

( 5 )スライドなど スライドはl演題につき 10枚以下(原則)とします。その他OHPの単附

も可能ですので.ご希望の方はその旨原稿送付の際に，お申しこし下さい。

2 ) 毒参加料 参加料は現在検討中ですが，本会会員は1. 5 0 0円程度を予定しております(プ

ロシーディング代は別)。当日受け付けにお支払い下さい。なお受け付けは. 4月1・2日はパ

シフィックホテル. 4月3日は琉球大学で行います。

幻 想親会 4月2日.18:00-21:00において.パシフィックホテル沖縄で懇親会を

行います。会費は5.000円を予定しています。懇親会の奉加申込み受付は宿泊などとまとめ

て別途受付いたします(同封の沖縄ツーリスト(株)の申込み曹 (B)によって下さい)。なお，

会場での申込み受付は原則としていたしません。

4 ) 見学会 見学会は3コースを予定しております。

① A(南部)コース:3. 5 0 0円(予約金1. 0 0 0円.昼食付)

内容:守礼の門.農業試験場(ミパエ防除施設，ケーンハーペスタ実演).製糖会社，食肉セン

ターおよび南部戦跡(ひめゆりの塔.摩文仁ケ丘.玉泉洞)

(4月5日.8:30-16:00)

(2) B(中部)コース:3. 5 0 0円(予約金1. 000円.昼食付)

内容:守礼の門，農業試験場(ミパエ防除施設.ケーンハーベスタ実演).製糖会社および中部

円。
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一都(海中道路.宮l成島，東南植物楽園)

( 4月5日.8:30-16:00)

③ C(北部)コース :14.500円(予約金2. 000円. 4食・宿泊付)

内容:守礼の門，農業試験場(ミパエ防除施設.ケーンハーペスタ実演).製糖会社，燦業視察，

オリオンビール工場.海洋博記念公園，熱幣植物園

(4月5日. 9: 0 0→(  1泊;屋外バーベキューパーティ) 4月6日→15 : 3 0 

(ホテルまたは空港まで)) 

5 )宿泊・航空券・恕親会・見学会などの申込み

シンポジュウムに関する諸申込みにつきましては同封の沖縄ツーリスト(株)よりの申込み用紙に

よって下さい(申込み用紙(B)は農業機械学会と同じものを用いましたので.ご了最ください)。

なお.申込み業務をスムースに行うために，複数の会員が所属している機関には.世話人を依頼し取

りまとめていただきたく考えておりますので.世話人に指名された方はよろしくお願いします。

* 申込み方法

( 1 ) 申込み用紙に必要事項を記入の上，賢用の全額または予約金を添えて2月10日までに

所属の世話人に提出して下さい。

( 2 ) 世話人の方は2月19日までに申込み用紙を沖縄ツーリストへ郵送.同時に予約金を沖

棚ツーリストの指定銀行に振込下さい。単独申込みの方も2月19日までにお願いします。

( 3 ) 費用残金の精算は. 3月25日までに下記の指定銀行へ振込下さい。

( 4 ) 申込まれた方には3月20日までに沖縄ツーリストよりセット旅行券を送りますので，

出発当日持参して下さい。

( 5 ) 申込み用紙の送付先および振込指定銀行

(I)9 0 0那覇市前島2丁目 21 -8 沖縄ツーリスト(株)観光部「農機大会」イ~:9i!

U:t0988-62-5801 (代表) 担当者:棚原健
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振込先指定銀行:琉球銀行那覇支居

口座番号:普通預金 No.182647. 口座名義:沖縄ツーリスト(株)観光部

( 6 ) 取消・変更のある場合には至急速絡下さい。この場合一部取消料を申し受けます。

*申込みに付いての相談は最寄の沖縄ツーリストもしくは事務局宛連絡下さい。

6 ) ポストコングレスツアー 石垣島・西表島へのポストコングレスツアーの申込みは. 5)に

準じて行います。出発日は4月5日 (P-1便)および6日 (P-2便)を予定しています。見学会

との兼ね合いで都合のよい日を選んで下さい。但し.人数によっては中止になる便もあります。

料金 :￥48. 000円(予約金3. 000円)

第1日目:7 : 5 5那制空港→石垣島→西表島→石垣市一泊

第2日目:午前中自由行動. 1 3時ごろ空港→ 那覇空港→ 本土へ

7 ) レディス コース レディス コースの期間は4月2-4日とします。 4月5日以降は見学

会もしくはポストコングレスツアーに合流できます。怠加申込みは5)に準じて行います。

* 那覇市内コース:￥8. 000円(予約金2. 000円)

4月2日 琉球人形作り(午前L-lコース:3. 000円)の硝習もしくは琉球舞踊

(午後L-2コース:5. 0 0 0円)

人形はお持ち帰りできます。なお.個別申込みもできます。

* 久米島観光コース (L-3コース) :￥23.000円(予約金3.000円)

4月3日-4日島内観光

F
h
d
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会場案内図

千東シナ海

※会場は農学部

図 2 琉球大学千原キャンパス概略図
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